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学 位 論 文 題 目 

 

マコンブ養殖漁業経営体の経済性と生産性を両立させるための生産計画 

 

コンブ類は，ホタテガイ，サケに次いで北海道の漁業総生産額の 3位に位置する重要な水産物で

ある。しかし，2004年に生産量が 2万トンを下回って以降は減産傾向が続いている。一方，コンブ

養殖業では，2004年以降，道内総生産量は常に 4,500～5,000 トンを維持し，安定的な生産を続けて

いる。今後，コンブ類の生産量の安定化のためには，コンブ養殖漁業を営む漁業者の経営の安定が

重要である。 

本研究では，北海道の養殖コンブの生産量・生産額ともに約 8割を占める渡島振興局に属する福

島吉岡漁業協同組合(以下，福島地区)を対象として，マコンブ養殖漁業の経済性と労働生産性をと

もに向上させる生産計画を提案することを目的とした。 

得られた成果は以下の通りである。 

1) コンブ類は，葉体の乾燥方法や切断方法によって単価が異なる複数の製品を生産可能である

ため，生産量と生産額は単純に比例せず，漁業者自身も出荷段階まで生産額の予測が困難である。

そのため，労働生産性と経済性を損なわない生産計画を案出するためには，経営体の生産対象とす

る製品別に売価を求める必要があり，製品別の売価期待値の算出式を定義し，実績値と比較する必

要があることを示した。 

2) 福島地区 9経営体の作業分析に基づき，各要素作業に必要な作業時間を標準時間をとして定

めた。この標準時間を用いて，経営体の現在の生産対象製品と設備を変化させない条件の元で，労

働生産性が最大となる作業編成を提案した。異なるボトルネック工程を持つ 4経営体を対象に労働



生産性と経済性が向上する生産計画を提案し，労働生産性の向上によって雇用労賃が削減されるこ

とからその有効性を検証した。 

3) コンブ製品等級の判別手順を，数値的な基準による判別の後に，数値化されていない基準で

判別がなされる 2段階であると仮定し，それぞれ事前等級，事後等級として，事前等級から事後等

級に遷移する確率を，対数尤度法を用いて算出した。さらに，製品別の売価期待値の算出式を，遷

移確率に，生産量，単価，単価の年間変動係数を加えて定義し，実績値と比較することでその妥当

性を検証した。 

4) 標準時間と売価期待値の算出式を用いて，同時刻に並行して行われる単位作業の作業時間が

等しい編成効率が最大である場合の売価が最大となる生産計画を提案した。その結果，全経営体に

対し常に現状から 1%の利益が向上することが示された。 

以上から，本研究では，マコンブ養殖漁業を営む漁業者の労働生産性と経済性をともに向上させ

る生産計画を提案することができた。また，漁労作業にかかる経費と利益を数値化することで，よ

り生産性と経済性を向上させる生産計画を選択できることを示した。よって，操業に関わる要素を

数値化し，共有することは漁家経営の維持，発展に資する可能性があり，今後の漁業の発展に寄与

しうるものである。よって審査員一同は申請者が博士（水産科学）の学位を授与される資格のある

ものと判定した。 


